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入
館
者
1
 
0
万
人
達
成

1
 
1
月
2
0
日
(
水
)
～
1
 
2
月
8
日
(
日
)

青
井
記
念
館
美
術
館
の
来
館
者
数
が
1
 
1
月
2

日
､
1
0
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
｡

1
0
万
人
日
と
な
っ
た
､
上
平
村
椿
の
小
林
末

子
さ
ん
　
(
7
 
1
歳
)
　
は
'
こ
の
日
､
雨
あ
ら
れ
の

悪
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
'
開
催
中
の
第
9

回
青
井
中
英
展
に
展
示
さ
れ
て
い
る
孫
の
作
品

を
見
る
た
め
に
来
館
さ
れ
た
と
の
こ
と
｡

久
津
武
司
学
校
長
か
ら
　
｢
認
定
書
j
　
が
'
は

ぐ
く
み
会
会
長
玉
井
晶
夫
氏
か
ら
工
芸
科
3
年
生
加
納
麻
衣
子
作
の
漆

｢
菓
子
器
｣
　
が
記
念
品
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
｡

追
っ
て
'
前
後
者
に
は
　
｢
美
術
館
収
蔵
作
品
図
録
｣
　
が
贈
呈
さ
れ
'

1
0
万
人
達
成
記
念
式
を
終
え
ま
し
た
｡

ち
な
み
に
5
万
人
達
成
は
平
成
9
年
9
月
1
1
日
で
し
た
｡

同
窓
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー

竹
田
貞
郎
･
顔
の
世
界
展

1
2
月
2
2
日
(
日
)
-
1
月
1
8
日
(
土
)

元
本
美
術
館
館
長
'
青
井
中
英
展
審
査

員
を
勤
め
ら
れ
る
な
ど
日
頃
よ
り
お
世
話

い
た
だ
い
て
い
る
櫓
田
索
郎
先
生
の
展
覧

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
o
　
竹
田
先
生
は
'

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
'
青
井
中
英

展
も
今
年
で
第
9
回
を
迎
え
､
県
内

5
1
の
中
学
校
か
ら
選
抜
さ
れ
た
作
品

的
点
の
う
ち
厳
し
い
審
査
の
も
と
選

考
さ
れ
た
入
賞
･
入
選
作
品
減
点
が
'

美
術
館
内
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

青
井
大
賞
･
清
水
佑
香
さ
ん
の

｢
大
輪
｣
　
は
､
大
き
な
画
面
い
っ
ぱ

い
に
自
分
の
表
現
し
た
い
も
の
を
素

直
に
描
き
上
げ
ら
れ
た
秀
作
と
審
査

員
も
絶
賛
.

片
田
裕
美
さ
ん
の
　
｢
v
-
e
 
W
L

は
宇
宙
の
中
の
地
球
を
目
と
心
を
通

し
て
表
現
｡
独
白
の
レ
イ
ア
ウ
ト
､

色
彩
や
細
部
に
わ
た
る
丁
寧
な
掻
き

込
み
な
ど
群
を
抜
い
た
秀
作
｡

青
嶋
宏
明
君
　
｢
白
塔
j
　
は
'
発
泡

ス
チ
ロ
～
ル
と
石
膏
の
素
材
を
生
か

し
'
現
代
的
で
す
が
す
が
し
い
作
品
｡

各
受
賞
者

青

　

井

　

大

　

賞

富
山
県
知
事
賞

富
山
県
教
育
委
員
会
教
育
良
質

最

　

優

　

秀

　

賞

優

　

　

秀

　

　

賞

富
山
新
聞
社
優
秀
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
秀
祭

優

　

　

良

　

　

賞

優

　

　

良

　

　

賞

富
山
新
聞
社
優
良
賞

富
山
新
聞
社
優
良
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

佳佳佳倭佳佳佳佳佳佳

作作作作作作作作作作

清
水
　
佑
香

片
田
　
裕
美

古
嶋
　
宏
明

田
中
　
歩
見

小
林
　
圭
介

瀬
戸
あ
ゆ
み

尾
田
　
克
人

尾
島
佐
知
子

笠
原
　
　
茜

安
川
香
寿
美

山
口
　
築
樹

堺
井
進
一
郎

滝
本
　
　
雅

鎧
高
　
健
志

井
口
　
達
也

村

西

　

　

望

堀
田
　
優
子

新
開
　
康
平

西
井
ひ
か
り

斉
藤
　
愛
子

高
倉
　
雅
子

伊
勢
呂
秋
葉

藤
原
　
　
愛

ノ

.

ー

ー

＼

)

I

/

(
南
　
星
)

(
吉
　
江
)

(
吉
　
江
)

(
高
岡
西
部
)

(
上
　
平
)

(
高
岡
西
部
)

(
庄
　
西
)

(
滑
　
川
)

(
利
　
賀
)

(
庄
　
西
)

(
芳
　
野
)

(
庄
　
西
)

(
滑
　
川
)

(
西
　
候
)

(
吉
　
江
)

(
牧
　
野
)

(
富
山
西
部
)

(
牧
　
野
)

(
吉
　
江
)

(
滑
　
川
)

(
魚
津
東
部
)

(
福
　
岡
)

(
庄
　
西
)

昭
和
別
年
木
材
工
芸
科
卒
業
､
教
職
の
傍
墜
1
1

1

　

)

I
.
)
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ら
幅
広
い
分
野
の
作
品
を
発
表
し
続
け
て
お
い
で
ま
す
o
　
今
回
は
顔
の

版
画
作
品
光
点
と
､
立
体
オ
ブ
ジ
ェ
6
点
を
展
示
｡

高
岡
市
作
家
連
盟
写
真
部
会
員
展

1
月
2
6
日
(
日
)
-
2
月
1
 
5
日
(
土
)

恒
例
の
高
岡
市
作
家
連
盟
写

真
部
の
会
員
2
4
名
に
よ
る
力
作

を
展
示
｡
多
く
の
写
真
フ
ァ
ン

が
訪
れ
'
見
応
え
の
あ
る
展
覧

会
と
な
り
ま
し
た
o

｢
赤
絵
付
香
炉
｣

柿
右
衛
門
　
件

青
井
記
念
館
美
術
館
に
は
'
現
在
九
十
点
余
り
の
陶
磁
作
品
を
所
蔵
し
て
お
り

ま
す
が
､
今
回
紹
介
し
た
　
｢
赤
絵
柑
香
炉
J
は
陶
芸
評
論
家
で
鑑
定
の
権
威
で
ち

あ
っ
た
小
山
富
士
夫
さ
ん
　
(
1
9
0
0
年
3
月
2
4
日
～
1
9
7
5
年
1
0
月
7
日
)

の
鑑
定
を
受
け
た
作
品
で
'
江
戸
時
代
に
活
躍
さ
れ
た
十
代
ま
で
の
ど
な
た
か
の

貴
重
な
作
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ち
な
み
に
'
江
戸
柿
右
衛
門
と
は
'
酒
井
田
柿
右
衛
門
の
こ
と
で
'
初
代
は
､

慶
長
元
年
有
田
に
生
ま
れ
赤
絵
の
創
始
者
で
あ
り
､
代
々
柿
右
衛
門
を
襲
名
し
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
o

圃
窓
生
三
人
展

3
月
1
1
日
(
火
)
～
3
月
2
9
日
(
土
)

昭
和
静
年
金
凍
工
芸
科
を
卒
業
し
'
し
ば
ら
く
し
て
プ
ロ
の
道
に
運

ん
だ
船
木
佳
彦
'
企
業
勤
め
の
傍
ら
金
三
･
日
本
画
の
道
に
進
ん
だ
荒

∵

-

.

　

ヰ

･

成
果
を
発
表
し
た
も

の
で
'
多
く
の
人
に

感
動
を
冬
え
た
展
覧

会
で
し
た
｡

卒
業
課
題
展

H
1
5
年
2
月
2
5
日
(
火
)
～
3
月
3
日
(
月
)

時
年
ま
で
は
体
育
館
で
展
示
し
て
い
た
卒
業
制
作

展
で
す
が
､
今
年
は
2
階
展
示
室
を
含
む
美
術
館
全

館
を
使
い
､
全
学
科
　
(
6
学
科
･
9
3
作
品
)
　
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
｡
美
術
館
で
は
'
工
芸
科
､
デ
ザ
イ

ン
科
'
建
築
科
の
生
徒
の
搾
晶
が

展
示
さ
れ
､
生
徒
､
父
兄
､
卒
業

生
を
は
じ
め
､
1
椴
の
幅
広
い
来

館
者
の
方
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
o
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常
設
展
Ⅱ
期
'
特
別
展
Ⅱ
期
展

1
2
月
1
 
7
日
(
火
)
～
2
月
1
 
6
日
(
日
)

｢
明
治
･
大
正
期
の
収
蔵
品
の
展
示
｣

今
回
は
'
絵
画
9
点
･
彫
刻
4
点
･
漆
券
3
点
･
金
工
5
点
を
､
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
分
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
'
出
品
点
数
を
従
来
よ
り
少
な

く
し
ま
し
た
｡

ま
た
'
過
去
あ
ま
り
展
示
さ
れ
さ
れ
な
か
っ
た

創
校
時
の
教
師
の
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
し
た
｡

｢
昭
和
の
絵
画
｣

戦
前
･
戦
後
に
制
作
さ
れ
た
日
本
画
6
点
･
洋

画
6
点
を
展
示
｡

特
に
年
を
越
え
て
の
展
示
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
塩
崎
逸
陵
氏
の
'
生
徒
時
代
を
含
め
た
臨
画
摸

写
の
正
月
に
相
成
し
い
作
品
も
併
せ
て
展
示
し
ま

し
た
｡常

設
展
Ⅲ
期
'
特
別
展
Ⅲ
期
展

3
月
1
1
日
(
火
)
-
4
月
6
日
(
日
)

｢
昭
和
の
名
品
展
｣

平
面
作
品
を
中
心
に
日
本
画
･
洋
画
･
漆
工
な
ど
柑
点
を
琴
不
o

色
彩
豊
か
な
大
作
が
多
く
､
見
ご
た
え
の
あ

る
展
覧
会
と
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

｢
金
工
の
名
品
展
｣

細
か
な
加
賀
象
巌
が
話
題
と
な
っ
た
　
｢
鐙
｣

と
　
｢
鍔
4
8
個
｣
　
は
､
全
体
に
腐
食
し
た
鉄
を
席

牽
'
今
回
が
初
め
て
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
'
定
動
作
｢
銅
製
小
型
花
瓶
j
　
の
細
工

の
見
事
さ
に
見
入
る
来
館
者
の
姿
も
多
く
見
う

け
ら
れ
ま
し
た
｡

■∴
(

　

)

他
部
案
内
ー

高
岡
帝
美
術
館

招
待
作
品
の
展
示

4
月
柑
日
出
～

5
月
5
日
消

常
設
展
-
期

本
校
収
蔵
品
の
琴
票
途
中
入
替
)

5
月
l
･
7
日
也
-

7
月
2
7
日
胤

文
化
部
合
同
展

美
術
･
陶
芸
･
写
真
･
ク
ラ

フ
ト
･
新
聞
･
茶
道
部
等

7
月
1
2
白
地
～

7
月
2
7
日
脚

富
山
県
立
近
代
美
術
館
･
青
井

記
念
館
養
衝
館
収
蔵
作
品
展

8
月
3
日
娼
～

9
月
5
日
妙

常
設
展
Ⅱ
期

本
校
収
蔵
品
の
展
示
八
途
中
入
替
)

9
C
r
1
 
1
日
佃
～

相
月
5
日
旧

第
3
 
1
回
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

下
尾
和
彦
･
五
十
里
伊
規
子

二
人
巌

9
月
別
日
価
～

川
E
r
5
日
心

は
ぐ
く
み
会
会
員

募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
Q

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
英
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
(
鱒
人
)
　
　
　
　
　
二
'
0
0
0
円

特
別
会
員
(
企
業
'
韓
体
等
)
　
7
0
'
0
0
0
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

美
術
館
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
､

足
早
に
1
年
‥
 
0

特
に
印
象
的
な
出
来
事
と
い
え
ば
､
中
葉
展
の
審

査
風
景
を
貝
の
当
た
り
に
で
き
た
こ
と
で
す
.

何
時
間
に
も
及
ぶ
緊
迫
し
た
審
査
の
末
､
｢
大
貴
｣

が
選
ば
れ
た
瞬
間
の
感
激
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
o

(
川
原
)

編
集
発
行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
轟
等
寧
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
奉
幣
棚
高
岡
市
中
川
㌃
丁
二
〇

T
E
L
(
〇
七
六
六
)
二
丁
〓
ハ
三
〇
(
内
線
郎
V

F
A
X
石
七
悉
ハ
二
二
丁
〓
ハ
三
山

t

r

　

)


